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「海岸と富士」

和田　剛志さん
（14ページに紹介記事）

平成24年分確定申告
平成25年度個人住民税の改正ポイント
平成24年南房総市10大ニュース

新年のご挨拶
離職者 緊急対策
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2 2013年1月号

輝
か
し
い
初
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
市
長
就
任
以
来
、「
地
域
で
創
る
魅

力
の
郷
・
南
房
総
」
を
目
指
し
、
地
域
資

源
を
生
か
し
た
市
政
の
推
進
、
財
政
基
盤

の
確
立
に
全
力
を
傾
注
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
昨
年
は
、
こ
れ
ま
で
計
画
し
て
き

た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
行
す
る
こ
と
が

で
き
、
活
力
あ
る
南
房
総
市
の
実
現
に
向

け
て
大
き
く
前
進
し
た
年
で
し
た
。

経
済
対
策
と
し
て
、
企
業
の
新
分
野
へ

の
挑
戦
や
事
業
の
拡
大
を
応
援
す
る
「
中

小
企
業
新
事
業
お
よ
び
雇
用
創
出
支
援
事

業
」
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
農
地
の
利
用
集
積
促
進
、
農
業

の
担
い
手
確
保
な
ど
を
目
的
と
し
て
「
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
、
業
務
を

開
始
し
ま
し
た
。

ほ
か
に
、
空
き
家
を
活
用
し
て
移
住
・
定

住
を
促
進
す
る
た
め
の
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

設
立
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
の
た
め
の

「
放
課
後
学
習
講
座
」「
夏
季
講
座
」
の
実
施
、

地
元
の
食
材
を
生
か
し
た
「
日
本
一
お
い
し

い
給
食
」
へ
の
取
り
組
み
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー

公
園
内
に
建
設
し
た
食
の
魅
力
を
発
信
す
る

「
は
な
ま
る
市
場
」、
市
の
８
か
所
目
の
道
の

駅
で
あ
り
、
和
田
地
域
の
市
民
活
動
の
拠
点

施
設
で
も
あ
る
「
和
田
浦
Ｗ
Ａワ

・
Ｏオ

！
」
の

開
設
な
ど
、
多
く
の
事
業
を
実
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
今
後
５
か
年
の
市
政
の
基
本

的
な
計
画
と
な
る
「
総
合
計
画
・
後
期
基

本
計
画
」
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
人

口
の
増
加
を
図
る
た
め
「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま

ち
づ
く
り
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
市
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
企
業
の
倒

産
な
ど
に
よ
る
離
職
者
の
再
就
職
を
応
援

す
る
「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
資
金
貸
付
事

業
」
や
「
再
就
職
支
援
給
付
金
交
付
事
業
」

な
ど
の
制
度
を
開
始
し
ま
す
。
ほ
か
に
も

「
幼
・
保
一
体
化
施
設
」、「
小
・
中
一
貫
校
」

建
設
な
ど
、
さ
ら
に
新
た
な
事
業
を
展
開

し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指

し
て
、
市
民
の
皆
様
と
手
を
携
え
、
各
種

施
策
の
推
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
に
い
た
る
ま
で
、
明
る
く
豊
か
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

本
年
度
は
当
市
に
お
い
て
、「
総
合
計

画
・
後
期
基
本
計
画
」
と
「
ス
ポ
ー
ツ
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」
を
策
定
中
で
す
。

こ
れ
ら
の
計
画
を
含
め
、
今
あ
る
計
画
を

ひ
と
つ
ひ
と
つ
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
新
た
な
ま
ち
が
生
ま
れ
て
く
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

我
々
市
議
会
議
員
一
同
は
、
よ
り
よ
い

未
来
を
願
い
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
と
ご

期
待
に
添
う
べ
く
、
懸
命
に
努
力
し
て
参

る
所
存
で
す
。

本
年
も
、
ど
う
か
、
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
の
益
々

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
す
る
と
と

も
に
、
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
健
康
で
、
希

望
に
満
ち
た
初
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
、
市
民
皆
様
の
ご
支
援
に
よ

り
、
後
顧
の
憂
い
な
く
議
会
活
動
に
精
励

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
25
年
を
迎
え
、
国
の
内
外
と
も
に

大
き
な
変
革
の
時
期
に
遭
遇
し
て
い
ま
す
。

地
方
行
政
に
お
い
て
も
、
未
だ
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
新
た
な
事
態
に
日
々

直
面
し
、
ま
さ
に
、
行
政
の
真
価
が
問
わ

れ
て
い
る
時
代
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

当
市
で
も
、
都
心
へ
の
若
年
層
の
流
出

に
よ
り
、
少
子
高
齢
化
と
過
疎
化
が
続
い

て
い
ま
す
。

活
力
あ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
若
人
に
十
分
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
い
く
こ
と
が
、
何
よ
り
も
肝
要
で
す
。

南
房
総
市
議
会
議
長

真
木
利
幸

新
年
の
ご
挨
拶 
新
年
の
ご
挨
拶 

南
房
総
市
長

石
井
　
裕



事
業
所
の
閉
鎖
な
ど
会
社
の
都
合
で
離

職
し
た
子
育
て
世
代
が
、
こ
の
地
を
離
れ

る
こ
と
な
く
再
就
職
で
き
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。
求
職
中
の
子
育
て
支
援
の
た
め
の

給
付
金
や
、
再
就
職
後
の
遠
隔
地
へ
の
通

勤
・
単
身
赴
任
を
補
助
す
る
た
め
の
給
付

金
で
す
。

離
職
後
、
南
房
総
市
内
の
実
家
な
ど
に

転
入
し
て
き
た
人
、
過
去
に
退
職
し
て
か

ら
３
年
未
満
の
人
も
含
ま
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
再
就
職
支
援
給
付
金
（
求
職
中
）

対
象
　
20
歳
未
満
の
子
の
扶
養
者

交
付
期
間
　
再
就
職
ま
で
の
間
で
、
被

扶
養
者
の
20
歳
の
誕
生
日
の
前
日
の
月

ま
で
、
最
長
３
年
間

給
付
額
（
月
額
）

１
人
目
は
３
万
円
、

32013年1月号

市
内
で
の
起
業
や
地
域
で
の
就
職
を
目

指
し
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
養
成
施
設
に

入
学
（
入
校
）
す
る
人
に
奨
学
資
金
を
貸

し
付
け
ま
す
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
再
就

職
を
目
指
す
人
、
離
職
な
ど
を
き
っ
か
け

に
地
元
に
戻
っ
て
起
業
す
る
た
め
の
資
格

取
得
を
目
指
す
人
な
ど
、
こ
の
貸
付
事
業

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
付
金
の
返
還
は
一
定
の
要
件
を
満
た

す
と
、全
額
ま
た
は
半
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

対
象

次
の
要
件
の
（
１
）
か
ら
（
３
）

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
30
歳
以
上
の
人
、

ま
た
は
（
１
）
か
ら
（
３
）
い
ず
れ
に
も

該
当
し
、
会
社
都
合
で
離
職
し
た
人
（
年

齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

要
件

（
１
）①
市
内
に
１
年
以
上
住
ん
で
い
る
人
、

②
「
①
」
の
人
の
子
、
③
「
①
」
の
人
の

兄
弟
姉
妹

（
２
）
大
学
、
専
門
学
校
、
職
業
能
力
開

２
人
目
以
降
は
１
人
に
つ
き
２
万
円

※
ほ
か
の
公
的
支
援
と
の
併
給
は
で
き

ま
せ
ん
。

●
通
勤
費
補
助
給
付
金
（
再
就
職
後
）

対
象

安
房
郡
市
外
に
勤
務
し
て
い
る
人

交
付
期
間

離
職
日
か
ら
最
長
３
年
間

給
付
額
（
月
額
）

通
勤
に
か
か
る
経

費
の
う
ち
会
社
か
ら
支
給
さ
れ
る
通
勤

手
当
を
除
き
、
最
大
５
万
円

※
自
家
用
車
通
勤
も
対
象
で
す
。

●
家
賃
補
助
給
付
金
（
再
就
職
後
）

対
象

安
房
郡
市
外
に
単
身
赴
任
し
て

い
る
人

交
付
期
間

離
職
日
か
ら
最
長
３
年
間

給
付
額
（
月
額
）

家
賃
に
か
か
る
経

費
の
う
ち
会
社
か
ら
支
給
さ
れ
る
住
居

手
当
を
除
き
、
最
大
５
万
円

※
３
種
類
の
給
付
金
は
、
毎
月
７
日
ま

で
に
申
請
す
れ
ば
、
月
内
に
給
付
金

を
交
付
し
ま
す
。

離
職
者
緊
急
対
策

再
就
職
支
援
給
付
金
交
付
事
業
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
資
金
貸
付
事
業

再
就
職
支
援給

付
金
交
付
事
業

発
校
な
ど
の
養
成
施
設
に
入
学
す
る
人

（
３
）
将
来
、
市
内
で
起
業
ま
た
は
地
域

で
就
職
す
る
人

貸
付
額
（
月
額
）

６
万
円
以
内

貸
付
開
始

平
成
25
年
４
月

貸
付
期
間

最
長
３
年
間

保
証
人

２
人

利
息

な
し

返
還
方
法

月
賦
な
ど
均
等
払
い
（
繰
上

償
還
可
能
、
最
長
２
年
猶
予
あ
り
）

返
還
の
免
除

・
市
内
に
居
住
か
つ
起
業
し
、
事
業
期
間

が
１
年
に
達
し
た
場
合
、
全
額
免
除

・
市
内
に
居
住
し
、
就
労
期
間
が
貸
付
期

間
に
達
し
た
場
合
、
半
額
免
除

・
罹
災
、
療
養
期
間
な
ど
の
免
除
制
度
が

あ
り
ま
す
。◇

　
◇
　
◇

※
給
付
金
交
付
事
業
、
奨
学
資
金
貸
付

事
業
の
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
次

回
発
行
す
る
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

商
工
観
光
課
　

蕁
33
―
１
０
９
２

問
申

新
し
い
生
活
の
ス
タ
ー
ト
に
や
さ
し
い
支
援

近
隣
の
大
規
模
な
工
場
閉
鎖
や
、
事
業
所
の
閉
鎖
が
相
次
ぐ
な
か
、
離
職
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
離
職
し
た
人
の
再
就
職
や
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
支
援
す
る
た
め
、
再
就
職
支
援
給
付
金
交
付
事
業
と
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
資
金
貸
付

事
業
を
始
め
ま
す
。

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学

資
金
貸
付
事
業



じ
ま
す
（
土
地
・
建
物
、
株
式
な
ど
の
譲

渡
所
得
の
あ
る
場
合
を
除
く
）。

確
定
申
告
書
の
提
出
も
で
き
ま
す
。
申

告
に
必
要
な
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
平
成
22
年
分
、
平
成
23
年
分
の
確
定

申
告
書
の
控
え
や
収
支
内
訳
書
な
ど
の
控

え
が
あ
る
場
合
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

館
山
税
務
署
　
蕁
22
―
０
１
０
１

２
月
18
日
（
月
）
か
ら
３
月
15
日
（
金
）

ま
で
申
告
受
付
を
行
い
ま
す
。
今
回
の
申

告
か
ら
受
付
期
間
と
会
場
が
一
部
変
更
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問

添
付
書
類
は
、
申
告
書
の
裏
面
に
貼
ら

ず
、
添
付
書
類
台
紙
な
ど
に
貼
っ
て
申
告

書
と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

閉
庁
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
）
に
は
、

申
告
相
談
、
申
告
書
の
受
付
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
申
告
、
郵

便
、
信
書
便
に
よ
る
送
付
ま
た
は
税
務
署

の
時
間
外
文
書
収
受
箱
へ
の
投
函
と
う
か
ん

に
よ
り

申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
告
期
限
間
近
は
大
変
混
雑
し
、
長
時

間
待
つ
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
申
告
書

は
自
分
で
作
成
し
、
で
き
る
だ
け
早
め
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
署
の
駐
車
場
は
混
雑
し
ま
す
の

で
、
車
で
の
来
署
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

館
山
税
務
署
　
蕁
22
―
０
１
０
１
　
　

県
税
理
士
会
館
山
支
部
が
、
小
規
模
納

税
者
の
所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
、
年
金
受
給
者
・
給
与
所
得
者
の
所

得
税
の
申
告
を
対
象
に
無
料
で
相
談
に
応

問

確
定
申
告

4 2013年1月号

２
月
18
日
（
月
）
か
ら
３
月
15
日
（
金
）

ま
で
の
確
定
申
告
期
間
中
、
館
山
税
務
署

は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
還
付
申
告
は
２

月
15
日
（
金
）
以
前
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

2
月
18
日
（
月
）
〜
3
月
15
日
（
金
）

平
成
24
年
分

確
定
申
告

平
成
24
年
分
の
申
告
と
納
税

所
得
税
・
消
費
税
無
料
申
告
相
談

住
民
税
申
告
・
所
得
税
の

確
定
申
告
の
受
付

│
期
間
・
会
場
が
一
部
変
更
│

青
色
申
告
は
預
か
り
の
み

青
色
申
告
の
人
は
、
記
入
済
み
の

確
定
申
告
書
（
青
色
申
告
決
算
書
含

む
）
の
預
か
り
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

記
入
方
法
な
ど
の
相
談
は
館
山
税
務

署
（
蕁
22
―
０
１
０
１
）
ま
た
は
青
色

申
告
会
（
蕁
22
―
１
０
０
５
）
へ
。

税
務
課
　
蕁
33
―
１
０
２
３

問

期
間平成24年分の申告期間 

税　　目 申告期間 

２月１８日（月）から 
３月１５日（金）まで 

４月　１　日（月）まで 

２月　１　日（金）から 
３月１５日（金）まで 

所　　得　　税 

贈　　与　　税 

個人事業者の消費税 
および地方消費税 

 
 
 

所得税・消費税無料申告相談 
受付時間 ９：３０～１２：００／１３：００～１５：３０ 

と　き ところ 

２月４日（月） 

２月５日（火） 

２月６日（水） 

２月７日（木） 

千倉保健センター 

館山コミュニティセンター 
 

鴨川市役所 

※混雑したときは、受付を早めに締め切る場合があ 
　ります。 

日程 （受付時間　９：００～１６：００） 

地区 

富浦 

千倉 

富山 

白浜 

三芳 

丸山 

和田 

２月１８日（月）～２月２６日（火） 

２月２７日（水）～３月　７日（木） 

３月　８日（金）～３月１５日（金） 

２月１８日（月）～３月　１日（金） 

３月　4日（月）～３月１５日（金） 

２月１８日（月）～３月１５日（金） 

 

南房総市役所　別館１ 

朝夷行政センター 

富山公民館 

白浜地域センター 

三芳保健福祉センター 

丸山公民館 

和田コミュニティセンター 

受付期間 会　　場 

※期間中の土・日曜日を除く。 
※都合のつかない人は、お住まいの地区以外の会場でも申告できます。 

※
詳
し
く
は
、
広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
お

知
ら
せ
版
２
月
号
（
１
月
24
日
発
行
）

と
あ
わ
せ
て
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。



健
康
支
援
課
　
蕁
36
―
１
１
５
２

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る

に
は
、
主
治
医
が
発
行
し
た
「
お
む
つ

使
用
証
明
書
」
が
必
要
で
す
が
、
医
療

費
控
除
の
申
告
が
２
回
目
以
降
の
人
は
、

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
市
が

発
行
す
る
「
主
治
医
意
見
書
の
内
容
に

問

2013年1月号 5

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
医
療
費
控
除

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
に

必
要
な
「
確
認
書
」
を
交
付
し
ま
す

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
分

は
、
確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
の
対
象

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
左
表
／
在

宅
・
施
設
入
所
）。

医
療
費
控
除
の
改
正
に
よ
り
、
介
護

福
祉
士
な
ど
に
よ
る
喀
痰

か
く
た
ん

吸
引
な
ど
に

か
か
る
費
用
の
自
己
負
担
額
が
、
医
療

費
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

介 護 保 険 の 医 療 費 控 除 ・ 障 害 者 控 除

つ
い
て
確
認
し
た
書
類
」
で
医
療
費
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
健
康
支
援
課
、

市
民
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
地
域

セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

要
件

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
寝

た
き
り
の
高
齢
者
な
ど
で
、
尿
失
禁
な

ど
に
よ
る
お
む
つ
の
使
用
が
確
認
で
き

る
人

健
康
支
援
課
　
蕁
36
―
１
１
５
２

問

障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
な
い

65
歳
以
上
の
人
で
、
要
介
護
１
か
ら
５

に
認
定
さ
れ
て
い
る
人
お
よ
び
40
歳
以

上
65
歳
未
満
で
要
介
護
４
ま
た
は
５
に

認
定
さ
れ
て
い
る
人
の
う
ち
、
一
定
の

要
件
に
あ
て
は
ま
る
人
は
、「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
で
障
害
者
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
健

康
支
援
課
、
市
民
課
、
朝
夷
行

政
セ
ン
タ
ー
、
地
域
セ
ン
タ
ー

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
基
準
日
は
、
各
年
12
月

31
日
現
在
の
要
介
護
認
定
状
況

で
す
。健

康
支
援
課

蕁
36
―
１
１
５
２

問

・在宅の人 

・介護保険施設に入所している人 

種　　類 内　　容 

①医療費控除の 
　対象となる 
　居宅サービス 

②「①」の居宅サ 
　ービスと併せて 
　利用する場合の 
　み医療費控除の 
　対象となるもの 

③医療費控除の対 
　象外となる介護 
　保険の居宅サー 
　ビスなど 

・訪問看護 
・訪問リハビリテーション 
・居宅療養管理指導（医師などによる管理・指導） 
・通所リハビリテーション（医療機関などでのデイサ
　ービス） 
・短期入所療養介護（ショートステイ） 
・定期巡回・随時対応型訪問介護看護：一体型事業所
　で訪問看護を利用する場合に限る。 
・複合型サービス：上記の居宅サービスを含む組み合
　わせにより提供され、生活援助中心型の訪問介護の
　部分を除くものに限る。 

・訪問介護（ホームヘルプサービス）：調理、洗濯、
　掃除などの家事援助を行う生活援助中心型を除く。 
・夜間対応型訪問介護 
・訪問入浴介護 
・通所介護（デイサービス） 
・認知症対応型通所介護 
・小規模多機能型居宅介護 
・短期入所生活介護（ショートステイ） 
・定期巡回・随時対応型訪問介護看護：一体型事業所
　で訪問看護を利用しない場合および連携型事業所に
　限る。 
・複合型サービス：①の居宅サービスを含まない組み
　合わせにより提供され、生活援助中心型の訪問介護
　の部分を除くものに限る。 

・認知症対応型共同生活介護（認知症高齢者グループ
　ホーム）  
・特定施設入居者生活介護（有料老人ホームなど） 
・地域密着型特定施設入居者生活介護  
・福祉用具貸与 

※上記のサービスは介護予防サービスを含みます。 

医療費控除の対象となる 
施設 

サービス費用のうち医療 
費控除の対象となるもの 

サービス費用のうち医療費 
控除の対象とならないもの 

・指定介護老人福祉施設 
 （特別養護老人ホーム） 
・指定地域密着型介護老人福祉施設 

・介護老人保健施設 

・指定介護療養型医療施設 
　（療養型病床群など） 

施設サービスの介護費、食費
および居住費として支払った
費用の2分の1に相当する金額 

日常生活費・特別なサービ
ス費用 

施設サービスの介護費、食費お
よび居住費として支払った費用 

同上 同上 

同上 

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の

障
害
者
控
除



改正前 

一般生命 
保険料控除 

３万５千円 
死亡保険 
介護保険 
医療保険 

個人年金 
保険料控除 

３万５千円 
個人年金保険 

改正後 

一般生命 
保険料控除 

２万８千円 
死亡保険 

介護医療介護医療 
保険料控除保険料控除 
介護医療 
保険料控除 

2万8千円 
介護保険 
医療保険 

個人年金 
保険料控除 

２万８千円 
個人年金保険 

新　設 

控除限度額合計　個人住民税7万円 

控除限度額合計　個人住民税7万円 

6 2013年1月号

こ
れ
ま
で
の
生
命
保
険
料
控
除
の
合
計

適
用
限
度
額
７
万
円
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
従
来
の
一
般
生
命
保
険
料
控
除

（
改
正
前
の
適
用
限
度
額
３
万
５
千
円
）

と
個
人
年
金
保
険
料
控
除
（
改
正
前
の

適
用
限
度
額
３
万
５
千
円
）
に
、
介
護
医

療
保
険
料
控
除
が
新
設
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
保
険
料
控
除
の
適
用
限
度
額
が
２
万
８

千
円
へ
と
変
更
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
23
年
12
月
31
日
以
前
に

締
結
し
た
保
険
契
約
に
つ
い
て
は
、
従
前

の
一
般
保
険
料
控
除
お
よ
び
個
人
年
金
保

険
料
控
除
の
適
用
限
度
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ

３
万
５
千
円
が
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
ま
す
。

新
契
約
と
旧
契
約
の
双
方
の
支
払
保
険

料
に
つ
い
て
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、

一
般
の
生
命
保
険
料
控
除
ま
た
は
個
人
年

金
保
険
料
控
除
の
控
除
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ

次
の
ア
お
よ
び
イ
の
金
額
の
合
計
額
（
上

限
２
万
８
千
円
）
に
な
り
ま
す
。

ア

新
契
約
の
支
払
保
険
料
は
、
表
１
で

計
算
し
た
金
額

イ

旧
契
約
の
支
払
保
険
料
は
、
表
２
で

計
算
し
た
金
額

生
命
保
険
料
控
除
の
見
直
し

平
成
25
年
度
　
個
人
住
民
税
の
改
正
ポ
イ
ン
ト

新
契
約
と
旧
契
約
の
双
方
に
つ

い
て
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受

け
る
場
合
の
控
除
額

平成24年1月1日以降締結分（新契約）に係る控除 
　一般の生命保険料控除、個人年金保険料控除、介護医療保険料控 
除の控除額は、下表のとおり計算します。 

表１ 

支払保険料の金額 生命保険料控除額 

１２，０００円以下 

１２，０００円超３２，０００円以下 

３２，０００円超５６，０００円以下 

５６，０００円超 

支払保険料などの全額 

支払保険料等×１/２＋６，０００円 

支払保険料等×１/４＋１４，０００円 

一律　２８，０００円 

平成23年12月31日以前締結分（旧契約）に係る控除 
　従前の計算方法が適用されます。 

表2

支払保険料の金額 生命保険料控除額 

１５，０００円以下 

１５，０００円超４０，０００円以下 

４０，０００円超７０，０００円以下 

７０，０００円超 

支払保険料などの全額 

支払保険料等×１/２＋７，５００円 

支払保険料等×１/４＋１７，５００円 

一律　３５，０００円 

・計算方法
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平
成
25
年
１
月
１
日
以
後
に
支
払
わ
れ

る
退
職
所
得
に
係
る
住
民
税
に
つ
い
て
の

変
更
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
デ
ー

タ
は
、
e
―
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
て
提
出
で
き

ま
す
。
利
用
に
は
、
電
子
証
明
書
の
取
得

（
手
数
料
が
必
要
）、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ラ
イ
タ
の
購
入
な
ど
の
事
前
準
備
が
必
要

で
す
。館

山
税
務
署
　
蕁
22
―
０
１
０
１
　
　

問

所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
の
納
税
に
は
、
安
全
便
利

な
振
替
納
税
を
お
勧
め
し
ま
す
。「
預
貯

金
口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼

書
」
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
税
務
署
ま

た
は
金
融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

振
替
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
所
得
税
　
　
　
４
月
22
日
（
月
）

・
消
費
税
　
　
　
４
月
24
日
（
水
）

館
山
税
務
署
　
蕁
22
―
０
１
０
１

問

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　h

ttp
://W

W
W
.e
-T
a
x
.n
ta
.g
o
.jp
/

本
人
の
電
子
署
名
な
ど
を
付
し
て
３
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
電
子
申
告
す
る
と
、
平
成

24
年
分
の
所
得
税
額
か
ら
最
高
３
０
０
０
円
が
税
額
控
除
さ
れ
ま
す（
本
控
除
の
適
用
は
、

平
成
19
年
分
か
ら
平
成
24
年
分
ま
で
の
間
で
い
ず
れ
か
１
回
で
す
）。

医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
、
一
定
の
添
付
書
類
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
確
定
申
告
期
限
か
ら
５
年
間
は
書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
保
管
が
必
要
で
す
。

e
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
申
告
す
る
と
…
…

退
職
所
得
に
係
る

個
人
住
民
税
の
改
正

所
得
税
の
確
定
申
告
は

e
―

Ｔ
ａ
ｘ
が
便
利
で
お
得
で
す

納
税
は
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

退
職
所
得
に
係
る
住
民
税
額
算
出
の
際

の
10
％
税
額
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

役
員
な
ど
で
勤
務
年
数
が
５
年
以
下
の

人
に
対
す
る
退
職
所
得
の
所
得
金
額
を
算

出
す
る
際
に
、
所
得
金
額
を
２
分
の
１
に

す
る
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

税
務
課
　
蕁
33
―
１
０
２
３

問

①
平
成
24
年
分
の
申
告
で
最
高
３
０
０
０
円
の
税
額
控
除

②
添
付
書
類
の
提
出
省
略

還
付
申
告
の
処
理
期
間
が
書
面
申
告
に
比
べ
、
３
週
間
程
度
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

③
還
付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

平成24年12月31日までに支払われる退職所得に係る住民税額 

住民税額=（退職金収入額－退職所得控除額＊1）×１/２×10％×0.9

平成25年1月1日以降に支払われる退職所得に係る住民税額 

住民税額=（退職金収入額－退職所得控除額＊1）×１/２×10％ 

＊1）退職所得控除額の計算方法は、次のとおりです。 
勤続年数20年以下　　　　40万円×勤続年数 
勤続年数20年を超える　　800万円＋70万円×（勤続年数－20年） 

平成24年12月31日までに支払われる退職所得金額 

退職所得金額=（退職金収入額－退職所得控除額＊2）×1/2

平成25年1月1日以降に支払われる退職所得金額 

退職所得金額=（退職金収入額－退職所得控除額＊2） 

＊2）退職所得控除額の計算方法は、40万円×勤続年数です｡ 

・
住
民
税
額
の
算
出
方
法

・
退
職
所
得
金
額
の
算
出
方
法



は
、
統
合
失
調
症
の
患
者
に
よ
る
「
幻
覚

妄
想
」
の
発
表
会
を
開
い
て
い
る
と
い
い

ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
発
売
し

て
商
売
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
う
な
る
と
、
彼
ら
の
「
障
が
い
」
は
、

障
害
な
の
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

数
年
前
、
東
京
で
彼
ら
の
発
表
を
聞
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
実
に
み
ん
な
が

「
普
通
」
で
、「
当
た
り
前
」
の
よ
う
に
、

妄
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

「
障
が
い
」
を
「
障
害
」
に
す
る
の
は
、

多
く
の
場
合
、
本
人
以
外
の
要
因
に
よ
る

場
合
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
も
感
じ
ま

し
た
。

南
房
総
市
は
、
全
国
的
に
見
て
も
高
齢

先
進
地
域
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
マ
イ
ナ
ス
面
だ
け
で
捉
え
た

ら
、
こ
の
市
の
将
来
は
暗
い
も
の
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
ふ
ん
わ
り
と

み
ん
な
で
見
守
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

た
と
き
、
市
の
将
来
は
明
る
く
開
け
て
い

く
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
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に
、
認
知
症
の
人
と
一
緒
に
地
域
を
作
っ

て
い
く
く
ら
い
の
気
持
ち
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

障
が
い
者
福

祉
の
世
界
で
、

「
私
ぬ
き
で
私

の
こ
と
を
決
め

る
な
」
と
い
う

有
名
な
言
葉
が

あ
り
ま
す
。

障
が
い
者
を

「
保
護
す
べ
き

可
哀
そ
う
な
存

在
」
と
み
る
の

は
誤
り
で
、
彼

ら
と
共
に
障
が

い
者
福
祉
制
度

を
作
っ
て
い
こ

う
と
い
う
意
味

と
、
健
常
者
が
障
が
い
者
を
「
上
か
ら
目

線
」
で
見
る
な
と
い
う
戒
め
の
意
味
も
あ

る
よ
う
で
す
。

北
海
道
の
あ
る
精
神
障
が
い
者
施
設
で

認
知
症
の
人
が
全
国
で
３
０
０
万
人
を

超
え
た
と
報
道
さ
れ
ま

し
た
。
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
10
人
に
１
人
が

認
知
症
だ
そ
う
で
す
。

認
知
症
は
、
長
寿
社
会

日
本
で
は
当
た
り
前
の

病
気
に
な
っ
た
の
で

す
。私

は
、
最
近
こ
の

「
当
た
り
前
」
の
病
気

と
い
う
言
葉
が
キ
ー
ワ

ー
ド
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
」
を
自
分

に
は
関
係
な
い
と
考
え

て
も
、
そ
れ
は
無
理
。

85
歳
以
上
の
４
人
に
１

人
以
上
は
認
知
症
と
い
う
統
計
も
あ
り
ま

す
。こ

こ
は
、
あ
る
意
味
達
観
し
、
こ
う
し

た
時
代
に
生
き
る
も
の
と
し
て
、
前
向
き

南
房
総
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

認
知
症
が
当
た
り
前
の

今
こ
そ
一
緒
に

地
域
づ
く
り
が
必
要

認
知
症
の
人
と
共
に
築
い
て
い
く
社
会
へ

南
房
総
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ア
イ
リ
ス
の
里
セ
ン
タ
ー
長

伊
　
藤
　
厚
　
司
さ
ん

そ
の
と
き
は
、
き
っ
と
、
認
知
症
の
人

こ
そ
、
か
け
が
え
の
な
い
、
こ
の
南
房
総

市
の
重
要
な
一
員
で
あ
る
と
、
み
ん
な
が

感
じ
取
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◇
　
◇
　
◇

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
平
成
18
年

４
月
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
市
町

村
で
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

市
で
は
市
内
を
２
つ
の
日
常
生
活
圏
域
に

分
け
、
内
房
と
外
房
で
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
そ
の
業
務
を
民
間

の
事
業
者
に
委
託
し
ま
し
た
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
お

む
ね
65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
、
い
つ
ま
で

も
住
み
慣
れ
た
南
房
総
市
で
暮
ら
せ
る
よ

う
相
談
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内
房
地
区
（
富
浦
・
富
山
・
三
芳
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ア
イ
リ
ス
の
里

蕁
20
│
４
０
６
０

外
房
地
区
（
白
浜
・
千
倉
・
丸
山
・
和
田
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
リ
ブ
丸
山
　
　

蕁
40
│
１
２
７
７

当
た
り
前
に
妄
想
を
語
る

み
ん
な
で
見
守
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

左からスタッフの平井さん、樋口さん、伊藤さん
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…
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
作
り
は
？

１
階
は
喫
茶
店
と
ガ
ラ
ス
工
房
、
２
階
は
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
で

洋
室
と
和
室
、
３
階
は
シ
ェ
ア
ル
ー
ム
が
５
室
あ
り
、
現
在
満

室
で
す
。
宿
泊
は
素
泊
ま
り
が
原
則
で
す
。

…
南
房
総
に
来
た
き
っ
か
け
は
？
い
つ
？

建
物
の
オ
ー
ナ
ー
と
偶
然
知
り
合
い
、
オ
ー
ナ
ー
の
紹
介
で

こ
の
場
所
に
来
た
と
き
の
、
き
れ
い
な
海
・
灯
台
・
建
物
の
屋

上
か
ら
見
た
里
山
風
景
に
感
銘
し
、
こ
こ
で
商
売
を
始
め
よ
う

と
即
決
。２
０
０
９
年
秋
に
東
京
か
ら
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
方
法
は
？

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
で
ピ
ー
ア
ー
ル
し
な
が
ら
、「
ホ

テ
ル
予
約
サ
イ
ト
」
な
ど
で
宿
泊
客
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ペ
ー
ジ
作
成
は
、
妻
の
担
当
で
す
。

…
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
の
感
想
は
？

便
利
だ
と
思
い
、
す
ぐ
に
加
入
し
ま
し
た
。
加
入
に
あ
わ
せ

て
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
内
に
ワ
イ
フ
ァ
イ
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

…
事
業
の
目
標
や
夢
は
？

白
浜
で
運
営
し
て
い
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
仕
組
み
を
都
会
で

行
い
、
都
会
と
白
浜
で
双
方
向
に
人
が
行
き
来
で
き
る
仕
掛
け

を
作
り
た
い
で
す
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
】

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
テ
ラ
ス
奥
の
喫
茶
店
内
で
は
、
会

話
の
は
ず
む
カ
ッ
プ
ル
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に
向
き
合
い
忙
し

げ
に
キ
ー
を
打
つ
女
性
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
る
喫
茶
店
。
喫
茶
店
を
内
蔵

す
る
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
。
周
辺
の
自
然
。
多
田
さ
ん
の
言
う

「
最
高
の
環
境
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
新
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

沖
を
行
く
大
型
船
を
見
な
が
ら
食
べ
た
、
喫
茶
店
の
タ
ル
ト

の
味
は
格
別
で
し
た
。

白
浜
地
区
滝
口
に
あ
っ
た
使
わ
れ
な
い
会
社
の
社

員
寮
を
自
力
で
改
装
し
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
「
シ
ラ
ハ

マ
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
」
を
開
設
し
た
高
松
市
出
身
の

多
田
朋
和
と
も
か
ず

さ
ん
（
35
）
を
紹
介
し
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
し
た

起
業
家
紹
介
　
№
２

〝
シ
ラ
ハ
マ
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
〞

人
と
人
と
が
つ
な
が
れ
る

仕
掛
け
作
り
を

ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
全
景

ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
（
洋
室
）

ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
（
和
室
）

3 2 1 シ
ラ
ハ
マ
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

蕁
38
│
４
４
４
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

w
w
w
.shiraham

aapartm
ent.

com

2

3

1

「インテリアコーディネートが好きなので、ここに来ると落ち着きます」と
自慢の洋室で笑顔を見せる多田さん



2013年1月号10

地産地消運動2012の 
料理コンテスト 
入賞作品です 

南房総食材使用 

～料理コンテスト入賞作品～ 第3回 
http://civil.mboso-etoko.jp/chisan-chisho/recipe/

南房総 
食材使用 

前田　遥香さん　（富山小学校5年）

材料（2人分）
まほろばポーク（薄切り） 200g、なす　2本、ピーマン　2個、
にんじん　1/2本、おくら　2本、キャベツ　2枚、ミニトマト
3個、ご飯　2杯分、小麦粉　適量、卵　1個、パン粉　適量、油
適量、とろけるチーズ　2枚、ソース・ケチャップ　同量ずつ

審査員特別賞作品「花畑丼ぶり」

作り方
①　なすとピーマンとキャベツを細く切る。肉に塩コショウをふる。なすとピーマン、おくら、チーズを肉

で巻く。
②　①に小麦粉、卵、パン粉をつけて油でフライにする。フライができたら、斜め半分に切る。にんじんを

花の形に型抜きをしてゆでる。
③　ご飯をどんぶりに盛り、キャベツをのせる。ソースとケチャップを混ぜる。
④　キャベツの上に③で作ったソースをかけ、フライとにんじんを花の形に並べる。真ん中にミニトマトを

飾りつけてできあがり。

材料（1人分）
アジ　中2尾、大葉　9枚、みそ　20g、フライ
用の小麦粉・卵・パン粉　適量

審査員特別賞作品

「アジのひまわり丼」

作り方
①　アジを包丁でたたき細かくしたら、大葉とみそ

を入れて、さらに細かくミンチにし、なめろう
を作る。残りのアジでアジフライを作る。

②　ご飯を盛ったどんぶり
の中央になめろうをの
せ、その周りに大葉を
置く。

③　アジフライを花びらの
ように盛り付けてでき
あがり。

吹田　織音さん
（丸小学校6年）

材料（4人分）
大葉わかめ　40g、サザエ　小5個、カニかま
ぼこ　6本、玉ねぎ　1/2個、てんぷら粉
100g、水　150裨、天つゆ　適量、ご飯　4
人分、大葉わかめ（ご飯を包むためのもの）
適量

審査員特別賞作品

「わかめとサザエの
かきあげどんぶり」

作り方
①　サザエをゆでて身を取り出し、薄切りにする。

大葉わかめを適当な長さに切る。
②　玉ねぎを薄切りにし、カニかまぼこはほぐし

ておく。
③　①と②をてんぷら粉・水と混ぜる。170～

180℃の油で揚げる。
④　どんぶりに、大

葉わかめで包ん
だご飯を入れ、
かきあげをのせ
天つゆをかけて
できあがり。

柴山　岳さん
（富浦中学校1年）
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キムのつぶやき④

内
閣
府
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
何
ら
か
の

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
被
害
に
遭
っ
て
も
、

ど
こ
に
も
相
談
す
る
こ
と
も
伝
え
る
こ
と

も
し
な
か
っ
た
と
い
う
人
は
約
34
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
っ
て
も
相
談
し
な
い
と
い
う

傾
向
は
、
高
齢
の
被
害
者
に
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
相
談
し
な
い
理
由
の
一
つ
と
し
て

は
、「
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
き
に
く

い
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者

を
ね
ら
う
悪
質
業
者
は
、
や
さ
し
い
言
葉

で
高
齢
者
に
近
づ
い
て
き
ま
す
。
悪
質
商

法
な
ど
の
知
識
や
情
報
を
得
る
機
会
の
少

な
い
高
齢
者
は
、「
や
さ
し
く
て
、
い
い

人
だ
」
と
す
っ
か
り
信
用
し
て
、
必
要
の

な
い
高
額
な
契
約
を
し
て
し
ま
う
場
合
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
が
、
高
齢
者
を

注
意
深
く
見
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
最

近
は
、
一
人
暮
ら
し
、
あ
る
い
は
高
齢
者

だ
け
で
暮
ら
す
高
齢
者
世
帯
が
増
え
て
い

ま
す
。
家
族
が
遠
方
に
住
ん
で
い
て
、
ふ

だ
ん
あ
ま
り
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
も

み
ん
な
で
防
ご
う
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

消
費
生
活
相
談
窓
口

市
消
費
生
活
相
談

蕁
33
―
４
３
０
０

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

＊
来
所
に
よ
る
相
談
を
週
２
回
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
お

知
ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課

蕁
33
―
１
０
９
２

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

蕁
０
４
７
―
４
３
４
―
０
９
９
９

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

＊
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

問
申

消
費
相
談
窓
口
か
ら
⑤

明けましておめでとうございます。アメリカでは、
毎年New

ニュー

Year’s
イヤーズ

Eve
イ ブ

という正月の前夜のパーティがあり
ます。
子どもの頃は母がオードブルを作ってくれて、みん

なでフットボールをテレビで見ました。
その後はニューヨーク市で行う年越しの
お祝いの中継を見ました。
零時前、多くのアメリカ人はワン・タ

イムズ・スクエアというビルの屋上にあ
るクリスタルボールが下りるのを見なが
ら旧年の最後の10秒をカウントダウンし
ます。アメリカでは零時に新年を迎える
ためにキスをするのが習慣的です。毎年
100万人ほどの人々がタイムズスクエアに
集まります。
New
ニュー

Year’s
イヤーズ

resolutions
レゾリューション

のことを知っ
ていますか？毎年たくさんのアメリカ人は、新年にど
うやって自分を向上させるかという抱負のリストを書い
ています。皆さんにはどんな新年の抱負がありますか？

Happy New Year! In the U.S., there is a party on New

Year's Eve every year.

When I was younger, my mom would bake hors d'oeuvres

and we would all watch football on T.V. After that, we would

watch the broadcast of the New Year's

celebration that takes place in New York City.

Around midnight, Americans all watch the

ball drop in Times Square, and count down the

last ten seconds until the new year. In America

it is customary to ring in the new year with a

kiss at midnight. Every year about 1 million

people gather for the New Year's party in New

York.

Do you know about New Year's resolutions?

With every new year, Americans make a list of resolutions in

regards to how they want to better themselves. Do you have

any resolutions for the new year?

し
被
害
に
あ
っ
た
ら
、
消
費
生
活
相
談
窓

口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
電
話

く
だ
さ
い

ビル屋上のクリスタルボール

南房総市国際交流員

文・訳　Kimberly
キ ン バ リ ー

Miller
ミ ラ ー

アメリカでの年越しの祝い U.S. Celebrations for Bringing in the New Year



申
込
方
法

①
　
新
た
に
が
ん
検
診
の
対
象
と
な
る
人

（
下
表
）
に
「
が
ん
検
診
等
登
録
申
込

書
」
を
１
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

検
診
を
希
望
す
る
人
は
、
期
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
　
①
以
外
の
人
は
電
話
で
希
望
す
る
検

診
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
が
ん
検
診
は
受
診
で
き
る
年
齢
が
決
ま

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
登
録
状
況
の
確
認
や
、
申
し
込
み
の
変

更
を
し
た
い
と
き
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

登
録
制
に
な
っ
て
い
な
い
検
診

対
象
と
な
る
年
齢
時
に
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

検
診
の
種
類

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
／
成
人
歯
科
検

診
／
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
／
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診

「
が
ん
検
診
等
登
録
申
込
書
」
を
対
象

者
（
下
表
）
に
１
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

検
診
を
希
望
す
る
人
は
、
期
日
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
は
登
録
制
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
25
年
度
に
新
た
に
対
象
に
な
る
人
に

は
、
１
月
下
旬
に
「
が
ん
検
診
等
登
録
申

込
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
が
ん
検
診
を
受

診
す
る
と
２
年
間
登
録
さ
れ
、
が
ん
検
診

案
内
が
届
き
ま
す
。
過
去
２
年
以
上
受
診

し
な
か
っ
た
人
が
検
診
を
受
け
る
に
は
登

録
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

が
ん
検
診
の
種
類

結
核
・
肺
が
ん
検
診
／
胃
が
ん
検
診
／

前
立
腺
が
ん
検
診
／
大
腸
が
ん
検
診
／
乳

が
ん
検
診
／
子
宮
が
ん
検
診

が
ん
検
診
を
受
け
る
に
は

が
ん
検
診
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
内
に
住
民

登
録
が
あ
れ
ば
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
平
成
25
年
度
の
が
ん
検
診
を
受
け
た

い
人
は
、
次
の
方
法
で
が
ん
検
診
を
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
平
成
23
年
度
ま
た
は

平
成
24
年
度
に
検
診
を
受
け
た
人
に
は
、

が
ん
検
診
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。

12 2013年1月号　

が
ん
検
診
登
録
制
度

健健健健
康康康康
だだだだ
よよよよ
りりりり

健
康
支
援
課

蕁
36
│
１
１
５
２

問

年　　齢 生年月日 

35～39歳 
 

40歳 
 

50歳 

60歳 

70歳 

20歳 

30歳 

35歳 

36～39歳 
 

40歳 
 

45歳 

50歳 

55歳 

60歳 

65歳 

70歳 

昭和49年4月1日～昭和54年3月31日 
 

昭和48年4月1日～昭和49年3月31日 
 

昭和38年4月1日～昭和39年3月31日 

昭和28年4月1日～昭和29年3月31日 

昭和18年4月1日～昭和19年3月31日 

平成　5年4月1日～平成　6年3月31日 

昭和58年4月1日～昭和59年3月31日 

昭和53年4月1日～昭和54年3月31日 

昭和49年4月1日～昭和53年3月31日 
 

昭和48年4月1日～昭和49年3月31日 
 

昭和43年4月1日～昭和44年3月31日 

昭和38年4月1日～昭和39年3月31日 

昭和33年4月1日～昭和34年3月31日 

昭和28年4月1日～昭和29年3月31日 

昭和23年4月1日～昭和24年3月31日 

昭和18年4月1日～昭和19年3月31日 

生活習慣病予防健診 

結核・肺がん検診、胃がん検診、 

大腸がん検診、肝炎ウイルス検診、成人歯科検診 

前立腺がん検診、成人歯科検診 

成人歯科検診 

成人歯科検診 

子宮がん検診 

乳がん検診 

生活習慣病予防健診、骨粗しょう症検診 

生活習慣病予防健診 

結核・肺がん検診、胃がん検診、大腸がん検診 

肝炎ウイルス検診、骨粗しょう症検診、成人歯科検診 

骨粗しょう症検診 

骨粗しょう症検診、成人歯科検診 

骨粗しょう症検診 

骨粗しょう症検診、成人歯科検診 

骨粗しょう症検診 

骨粗しょう症検診、成人歯科検診 

 

平成25年度に検診の対象年齢になる人 

検診名 

男
　
性 

女
　
性 



療
養
病
棟
は
長
期
療
養
を
必

要
と
す
る
人
向
け
の
病
棟
で
す
。

感
染
症
病
棟
は
昭
和
24
年
に
鋸

南
町
・
富
山
町
・
富
浦
町
の
３

町
に
よ
り
伝
染
病
病
棟
を
完
成

さ
せ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

12
月
号
と
今
月
号
で
病
院
の

案
内
を
し
た
の
は
、
内
科
医
師

の
柴
田
和
香
わ

か

さ
ん
で
す
。
柴
田

さ
ん
は
本
年
３
月
に
富
山
国
保

病
院
勤
務
を
終
え
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
が
好

き
で
、
当
直
の
な
い
日
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

と
サ
ッ
カ
ー
に
汗
を
流
す
と
い
う
柴
田
さ

ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

…
ご
出
身
は
？

市
川
市
で
す
。
父
の
仕
事
の
関
係

で
、
小
学
校
は
ア
メ
リ
カ
、
中
学
校

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
暮
ら
し
ま
し

た
。

診
察
室
、
身
体

計
測
や
採
血
・
点

滴
な
ど
を
行
う
処

置
室
、
心
電
図
室
、

身
体
の
断
層
撮
影

を
行
う
Ｃ
Ｔ
室
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
室
、

血
液
や
尿
な
ど
を

検
査
す
る
検
査
室
、
ト
イ
レ
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

一
般
病
棟
と
療

養
病
棟
、
感
染
症

病
棟
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
一
般
病

棟
内
に
は
人
間
ド

ッ
ク
を
受
診
す
る

人
向
け
に
３
部
屋

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

病
院
の
自
己
紹
介
〜
中
編
〜
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市立富山国保病院
蕁 58－0301

問

南房総市立

富山国保病院から

…
医
師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

高
校
時
代
は
ス
ポ
ー
ツ
に
熱
中
し
将
来

の
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

進
路
を
決
め
る
と
き
、
人
と
か
か
わ
れ
て

仕
事
を
楽
し
く
感
じ
ら
れ
る
職
業
に
つ
き

た
い
と
思
い
医
学
部
を
目
指
し
ま
し
た
。

…
ス
ポ
ー
ツ
が
お
好
き
で
す
ね
？

子
ど
も
の
頃
か
ら
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
で

し
た
。

昨
年
７
月
に
行
わ
れ
た
第
３
回
館
山
わ

か
し
お
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
・
タ
テ
ト
ラ
ガ

ー
ル
51
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
は
25
歳
か

ら
29
歳
の
部
で
第
１
位
。
館
山
若
潮
マ
ラ

ソ
ン
で
は
４
時
間
台
の
タ
イ
ム
で
し
た
。

山
登
り
も
好
き
で
、
伊
予
ｹ
岳
や
御
殿
山

ご
て
ん
や
ま

へ
登
り
ま
し
た
。

検索 南房総市立富山国保病院 

クリック 

外来診療担当表

診療科名 月 火 水 木 金 受付 
時間 

内科・消化器科・ 
呼吸器科・外科・ 
肛門科 

循環器 
（要予約） 

整形外科 ※1 
(隔週金曜日） 

リハビリテー 
ション科 ※2

8:30 
～11:30

14:00 
～16:00 

14:00 
～16:00 

10:00 
～11:30

8:30 
～11:30

鈴木 
山倉 

山倉 
柴田 

鈴木 
柴田 

田中 

鈴木 
生津 

宗藤 

山倉 
生津 
 
鈴木 

なま  つ 

理学療法士 

むねとう 

※１　整形外科の診療日は、電話でご確認ください。
※２　午後は入院者用リハビリです。

１
階

２
階

湯冷めで風邪をひかないために……

冷え性の人にとって、お風呂タイムは最高のリ

ラックスタイムです。でも、冬場は湯冷めしやす

く、就寝する頃にはすっかり体が冷え切ってしま

うことがあります。

入浴することで、体温が上がり末梢血管が開い

て血流が活発になり、毛穴や汗腺からどんどん熱

が出ます。放熱は風呂を出た後も止まらず、体温

調節機能が働かないうちに外気で急激に体温が下

がってしまうからです。

この体温低下により、免疫力が低下し風邪ウイ

ルスに感染しやすくなり、湯冷めをすると風邪を

引きやすいと考えられています。ちなみに、0.5度

体温が下がると免疫力が3割以上も低下し、逆に

体温が1度上がると免疫力は数倍も活性化するそ

うです。

冬は体温が低下しやすい環境ですので、入浴後

はなるべく暖かい格好をして、血圧や脈拍を元の

状態に戻すため、しばらくはのんびりと休息する

ようにしてください。

病 気 と 治 療 あ れ こ れ  病 気 と 治 療 あ れ こ れ  

内
科
医
師
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の
協
力
関
係
を
確
立
し
、
災
害
対
策
活
動

の
円
滑
化
を
図
り
ま
す
。

12
月
３
日
、
和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
の

ぼ
の
」
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
行
わ
れ
、
２

１
０
人
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。会

場
で
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
参
加
者

を
出
迎
え
、
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
渡
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
歌
の
お
兄
さ

ん
お
姉
さ
ん
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
手
作

り
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、
歌
に
合
わ
せ

て
踊
っ
た
り
と
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

12月11日、ＮＴＴ東日本木更津営業支店から市に
「電話お願い手帳」が寄贈されました。
耳や言葉の不自由な人が電話をかけたいとき、要

件や連絡先などを書いて近くにいる人に協力をお願
いするための手帳です。

石井市長に手帳を渡す松崎支店長（右）

市
と
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

協
議
会
が
協
定

プ
レ
ゼ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
６
日
、
市
役
所
に
お
い
て
、
市
内

す
べ
て
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
業
者
で
組

織
す
る
南
房
総
市
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
協
議
会
と
南
房
総
市
は
、
災
害
時
に
燃

料
の
供
給
な
ど
を
協
力
す
る
協
定
を
結
び

ま
し
た
。
地
震
な
ど
の
災
害
時
の
救
援
活

動
に
欠
か
せ
な
い
公
用
車
の
燃
料
や
避
難

所
で
使
う
灯
油
な
ど
を
優
先
的
に
供
給
し

て
も
ら
う
内
容
で
す
。

地
震
や
津
波
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
際
の
救
援
活
動
を
行
政
だ
け
で
対

応
す
る
の
は
困
難
な
た
め
、
市
内
業
者
と協定書にサインする石井市長と和泉会長（右）

サンタとふれあう子どもたち

ま
ち
の
話
題
　
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

「海岸と富士」和田剛志さん（千倉地区）

房総の海岸をイメージして制作しました。海岸で水平線から

昇る朝日を見ると「希望の朝日。今日も新しい１日が始まるぞ」

という心境になります。

作品は封筒の裏やタバコの箱、お菓子の箱など要らなくなっ

たものを再利用して、ちぎり絵風にしてみました。

今月の表紙

市民課・朝夷行政センタ
ー・地域センター・社会
福祉課・社会福祉協議会
で配布しています。

聴覚障害者向け手帳を
いただきました
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1月の 1月の 

掲 示 板 

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
償
却
資
産
（
事
業
で
使
う
減

価
償
却
可
能
な
固
定
資
産
）
を
所

有
し
て
い
る
人
は
、
償
却
資
産
の

申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
書
は
12

月
に
送
付
し
ま
し
た
。
届
い
て
い

な
い
人
は
、連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限

１
月
31
日
（
木
）

申
告
先

税
務
課
・
朝
夷
行
政
セ

ン
タ
ー
・
地
域
セ
ン
タ
ー
（
受
け

付
け
の
み
）

申
告
不
要
の
資
産

漁
業
権
・
特

許
権
の
よ
う
な
無
形
固
定
資
産
、

自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
っ
て

い
る
自
動
車
な
ど
。

※
独
自
の
電
算
方
式
に
よ
る
申
告

は
、
全
資
産
を
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

※
郵
送
申
告
で
控
え
の
必
要
な
人

は
、
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

税
務
課

蕁
33
―
１
０
２
３

問

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る

償
却
資
産
の
申
告

12月26日（水）に実施されました
●成人式
●新春賀詞交歓会
●平成24年南房総市10大ニュース

12月定例記者会見

資料は、市のホームページで
ご覧いただけます。

検索 南房総市／定例記者会見 

クリック 

お
し
ら
せ

平成24年は、道の駅のオープンとリニューアルオープンをはじめ、さまざまな事業が進められました。 
これら多くの出来事や事業の中から、職員が南房総市10大ニュースを選びました。 

内　　　　　容 順位 

1

2
富山幼稚園・富山小学校が開校（４月） 
　平群幼稚園と岩井幼稚園が統合し富山幼稚園に、平群小学校と岩井小学校が統合し
富山小学校となり４月から新たにスタートしました。 

6
農業支援センターが業務開始（１０月） 
　市とＪＡ安房により、一般財団法人南房総農業支援センターが発足し業務を開始しました。支援センターでは、農地
の利用・集積円滑化・窓口相談・コントラクターなどの事業を行います。 

7
三セク３社が統合して㈱ちば南房総が発足（１０月） 
　第三セクターの、㈱とみうら・㈱鄙の里・㈱丸山町振興公社の３社が統合し、㈱ちば南房総が発足しました。３社の経営
ノウハウを結集し、新たな観光サービスや魅力的なオリジナル商品を開発していきます。 

8
中小企業者の新規事業支援に最高１８００万円を補助（６月） 
　中小企業が行う新規事業支援のため、設備費補助・雇用補助として最高１８００万円を
補助する募集をしました。 

9
朝夷行政センターの新庁舎完成（１２月） 
　現行の朝夷行政センター脇に建設していた新庁舎が完成し、あわせて水道
部が丸山分庁舎から朝夷行政センターに移転しました。 

4 市税や介護保険料の納付がコンビニエンスストアで可能に（４月） 
　市県民税、固定資産税、国民健康保険税などの市税や介護保険料が全国の主なコンビニで納付できるようになりました。 

5 空き家バンク事業が開始（８月） 
　空き家所有者が、市内への移住希望者に空き家を貸したり、売ったりしやすくできる空き家バンク事業が始まりました。 

3
放課後学習教室を開始（９月） 
　小学校５・６年生を対象にした放課後の学習教室を、週１回３か月間にわたり行いました。
昨年の夏休みから始めた小学校５年生から中学校３年生までを対象とした夏季講座とともに、
放課後や長期の休みを有効活用し、市が学校へ講師を派遣して学習の機会を設けました。 

発表 10大 平成24年 
南房総市 

10
　新火葬場「安房聖苑」が業務開始（１０月） 
　安房郡市広域市町村圏事務組合が三芳地区山名に建設していた新火葬場「安
房聖苑」が業務を開始しました。 

あ　わ　せいえん 

市内道の駅が相次いでオープンとリニューアルオープン（１１月） 
　和田支所跡地に建設していた「道の駅和田浦ＷＡ・Ｏ！」、道の駅
ローズマリー公園内に建設していた「はなまる市場」が１１月中に相
次いでオープンとリニューアルオープンしました。 

ワ オ 

ひな 



ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

情
報
推
進
課

蕁
33
―
１
０
０
３

総
合
計
画
は
市
の
ま
ち
づ
く

り
・
地
域
づ
く
り
の
基
本
的
方
向

性
を
示
す
と
と
も
に
、
施
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た

め
に
策
定
し
て
い
る
も
の
で
す
。

総
合
計
画
・
前
期
基
本
計
画
が

平
成
24
年
度
で
終
了
す
る
に
あ
た

り
、
平
成
25
年
度
か
ら
平
成
29
年

度
ま
で
の
「
南
房
総
市
後
期
基
本

計
画
」（
案
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
場
所

企
画
政
策
課
、
市
民

課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
地
域

セ
ン
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

閲
覧
・
提
出
期
限

１
月
24
日

（
木
）

提
出
方
法

指
定
用
紙
に
意
見
を

記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
、
企
画
政
策
課
、
市
民
課
、

朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
地
域
セ
ン

タ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
。

企
画
政
策
課

蕁
33
―
１
０
０
１

問 問

地
元
の
特
産
で
あ
る
水
産
物
・

農
産
物
・
加
工
品
な
ど
の
販
売
、

シ
ー
フ
ー
ド
バ
ー
ガ
ー
・
ア
ジ
ギ

ョ
ウ
ザ
・
花
の
チ
ラ
シ
寿
司
な
ど

の
販
売
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

と
き

２
月
10
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
頃
ま
で

と
こ
ろ

千
倉
漁
港
周
辺

内
容

午
前
９
時
30
分
〜
し
し
ゃ

も
詰
め
放
題
、
午
前
11
時
〜
古
代

米
も
ち
つ
き
、
午
後
２
時
〜
も
ち

投
げ

地
域
づ
く
り
協
議
会
『
き
ず

な
』
事
務
局
（
朝
夷
行
政
セ
ン
タ

ー
内
）

蕁
44
―
１
１
１
３

平
成
19
年
度
か
ら
始
め
た
、
乳

児
へ
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
が
５
年
目
と
な

問

・ホームページアドレス
http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter(ツイッター)アドレス
http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報
http://www.chiba-tv.com/shicho/
（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード※

※ 登録は初めに空メールを
送信してください

16 2013年1月号　

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う

掲
載
す
る
号

平
成
25
年
４
月
号

か
ら
平
成
26
年
３
月
号
ま
で
の
各

号
で
、
１
号
単
位
。

掲
載
場
所
・
募
集
枠

裏
表
紙
４

枠
（
４
色
刷
り
）、
中
ペ
ー
ジ
４

枠
（
２
色
刷
り
）

掲
載
枠
（
一
枠
）

縦
45
ミ
リ
×

横
86
ミ
リ

掲
載
料

裏
表
紙
１
万
円
、
中
ペ

ー
ジ
８
千
円

※
連
続
掲
載
で
最
大
20
％
の
割
り

引
き
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

１
月
10
日
（
木
）
か

ら
２
月
27
日
（
水
）
ま
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー

掲
載
枠
（
一
枠
）

▽
縦
60
ピ
ク

セ
ル
×
横
１
３
０
ピ
ク
セ
ル
▽
Ｇ

Ｉ
Ｆ
ま
た
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
▽
４
キ
ロ

バ
イ
ト
以
下

掲
載
場
所
・
料
金
　
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
下
段
　
１
か
月
１
万
円

申
し
込
み

掲
載
希
望
月
の
初
日

の
20
日
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
申
込
書
や
掲
載
要
綱
な
ど
は
、
ホ

第
３
回
千
倉
港
物
産
市

市
の
広
報
紙
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
広
告
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か

布
絵
本
作
家
の

渡
辺
順
子
さ
ん
の
講
演
会

携　帯
サイト

有 料 広 告

鋸南病院鋸南病院 鋸南病院 診療のご案内 

☆午後も診療しております。 
☆眼科は水曜午前のみ診療 
☆各種健康診断・予防接種も行っております。 

安房郡鋸南町保田359
TEL 0470-55-2125

午
前 

午
後 

月 火 水 木 金 
内科 
外科 
眼科 
総合 

柴田・安達 
金親 
　 

金親 

金親 
石井 
　 

石井 

金親・安達 
石井 
馬場 

清野 

金親・安達 
今村 
　 

清野 

金親・安達 
石渡(整形)

石渡(整形) 
･永岡 外来 

有 料 広 告

診療時間 
9：30～17：30

休  診  日 
水・土・日・祝 

イボ・ほくろの除去、眼瞼下垂手術 
　　　（美容目的を除く） 

○各種保険取扱い 

医療レーザー脱毛 …わき1回3,900円 
しみ取りレーザー（Qスイッチレーザー）…21,000円（2袱まで） 

クリニーク・デル・マーレ館山
形成外科・美容外科・美容皮膚科形成外科・美容外科・美容皮膚科

クリニーク・デル・マーレ館山

館山市西川名1277－1　TEL　0470-29-1900
ホームページアドレスが新しくなりました　新アドレス http://prs.is-mine.net

保険診療 

自費診療 

ぼ
し
ゅ
う

人口の動き（平成25年1月1日現

在）は、広報みなみぼうそうお知

らせ版2月号（1月24日発行）に

掲載します｡

総
合
計
画
・

後
期
基
本
計
画
案

へ
の
意
見



応
募
方
法

は
が
き
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
に
作
品
・
氏
名
・
性

別
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番

号
・
職
業
（
小
・
中
・
高
校
生

の
場
合
は
学
校
名
、
学
年
）
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

２
月
７
日
（
木
）

必
着

応
募
先

・
電
子
メ
ー
ル

jyutakukouhou@
soum

u.go.jp

・
は
が
き

〒
１
６
２
―
８
６
６
８

東
京
都
新
宿
区
若
松
町
19
―
１

総
務
省
統
計
局
国
勢
統
計
課
　

総
務
省
統
計
局
国
勢
統
計
課

蕁
03
―
５
２
７
３
―
１
０
０
５

統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.stat.go.jp

問

る
こ
と
か
ら
、
特
別
講
演
会
を
行

い
ま
す
。
聴
講
無
料
で
す
。

講
師
は
、
布
絵
本
作
家
と
し
て

世
界
的
に
有
名
な
渡
辺
順
子
さ
ん

で
す
。

と
き

２
月
27
日
（
水
）

午
後
１
時
15
分
か
ら

午
後
３
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

三
芳
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題

「
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
育

む
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」

対
象

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
人
、
絵

本
に
興
味
の
あ
る
人

子
育
て
支
援
課

蕁
36
―
１
１
５
３

対
象

平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
22
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
幼
児
、

こ
と
ば
・
発
達
な
ど
に
遅
れ
の
み

ら
れ
る
幼
児

募
集
人
数

３
歳
児
・
４
歳
児
・

５
歳
児
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

提
出
書
類

入
学
願
書
、
障
害
の

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
。
入
学

願
書
は
聾
分
教
室
で
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間

１
月
21
日
（
月
）
か

ら
２
月
１
日
（
金
）
ま
で

受
付
時
間

午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で

問
申

安
房
特
別
支
援
学
校

館
山
聾
分
教
室
蕁
27
―
２
４
９
０

（
館
山
市
那
古
１
６
７
２
―
７
）

平
成
25
年
10
月
１
日
に
実
施

す
る
「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
（
標
語
）

を
募
集
し
ま
す
。

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
と
は

暮
ら
し
と
住
ま
い
に
関
す
る

計
画
や
施
策
の
基
礎
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
に
、
住
宅
数
や

土
地
の
保
有
状
況
、
住
環
境
な

ど
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
調
査

で
す
。

応
募
条
件

１
人
１
作
品
。
自
作

で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

問
申

172013年1月号　

下
滝
田
の
西
の
谷や
つ

か
ら
三
坂
集
落
へ
山
越
し
に
行
く
道
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
途
中
に
天
狗
の
飛
び
越
え
る
道
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
っ

て
昔
か
ら
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
風
の
吹
く
日
は
、
天
狗
に
さ
ら
わ
れ
る
と
い
け
な
い
か
ら
夜
は

通
る
な
」
と
い
う
言
い
伝
え
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
が
、
少
し
で
も

風
の
あ
る
日
に
そ
の
と
こ
ろ
を
通
る
と
、
な
ぜ
か
不
思
議
な
こ
と
に

そ
の
と
こ
ろ
だ
け
が
、
ヒ
ュ
ウ
ヒ
ュ
ウ
と
鳴
る
大
風
が
吹
い
て
お
り
、

大
き
な
木
と
木
の
枝
が
揺
れ
動
い
て
ぶ
つ
か
り
、
ザ
ザ
ー
っ
と
恐
ろ

し
い
音
を
立
て
て
い
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
そ
れ
を
、
天
狗
の
し
わ
ざ
だ
と
み
ん
な
が
本
当
に
信
じ

て
し
ま
う
の
で
す
が
、
そ
の
た
め
か
風
の
あ
る
日
は
鳥
も
怖
が
っ
て

そ
の
と
こ
ろ
を
飛
ば
な
い
し
、
獣
も
通
ら
な
い
の
で
す
。

き
っ
と
鳥
や
獣
た
ち
も
、
人
間
が
信
じ
て
い
る
よ
う
に
、
恐
ろ
し

い
天
狗
が
飛
び
越
え
る
道
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

「
怖
い
も
の
見
た
さ
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
恐
ろ

し
い
と
聞
け
ば
、
か
え
っ
て
好

奇
心
を
刺
激
さ
れ
て
見
た
く
な

る
も
の
で
す
。皆
さ
ん
も
一
度
、

風
の
吹
い
て
い
る
日
に
、
こ
の

道
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
も

し
か
す
る
と
天
狗
に
出
会
う
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

第81話
生稲謹爾

「天狗の
飛ぶ道」

館
山
聾ろ
う

分
教
室

幼
稚
部
の
入
学
者

統
計
調
査
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

三坂集落方向の里山

安房郡市消防本部からの
お知らせ

現在、安房郡市消防本部で受け付けて
いる119番通報は、2月19
日（火）から千葉市にあ
る「ちば消防共同指令セ
ンター」で受け付けま
す｡
消防車・救急車は、

「ちば消防共同指令セン
ター」の出動指令を受けて、安房郡市消
防本部から出動します｡
通報の際には、「南房総市からの通報

であること」を必ず伝えてください｡
固定電話での通報は、発信地表示機能

で瞬時に通報場所が特定されます｡なるべ
く固定電話からの通報をお願いします｡

安房郡市消防本部　警防課　
蕁22－2233

問

119番の受付場所が変わります



私
た
ち
の
住
む
丸
山
地
区
の
大
井
は
、
特
に
高
齢
化
が

進
ん
だ
地
域
で
す
。
集
落
活
動
も
参
加
者
が
少
な
く
な
り
、

地
域
の
活
力
が
徐
々
に
弱
く
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
大

井
に
は
、
旧
丸
山
町
の
ガ
ー
デ
ン
ツ
リ
ー
21
構
想
で
栗
の

木
が
３
百
本
ほ
ど
植
栽
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
齢
化
の

た
め
管
理
が
で
き
な
く
な
り
猪
に
よ
る
被
害
が
多
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
栗
や
竹
の
子
と
い
っ
た
地
域
資

源
を
保
全
活
用
し
、
地
域
へ
の
愛
着
を
育
み
交
流
人
口
を

増
や
す
こ
と
で
、
住
民
に
少
し
で
も
元
気
を
取
り
戻
し
て

も
ら
お
う
と
、
平
成
22
年
に
ｏ
ｉ
元
気
会
を
設
立
し
ま
し

た
。会

で
は
、
栗
林
や
竹
林
を
整
備
し
、
栗
や
竹
の
子
を
活

用
し
た
商
品
の
開
発
・
販
売
や
、
美
し
い
山
里
の
風
景
を

訪
れ
る
人
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
休
耕
田
に
花
し
ょ

う
ぶ
を
植
栽
し
て
い
ま
す
。
東
京
な
ど
都
市
部
の
小
学
校

の
体
験
学
習
も
受
け
入
れ
、
田
植
え
や
竹
の
子
掘
り
、
い

ち
ご
ジ
ャ
ム
づ
く
り
な
ど
に
年
間
８
千
人
ほ
ど
が
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
栗
や
竹
の
子
な
ど
は
、
酪
農
の
さ

と
の
直
売
所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
特
に
郷
土
料
理
風
に

味
付
け
し
た
加
工
品
は
と
て
も
好
評
で
す
。

６
月
頃
に
は
、
花
し
ょ
う
ぶ
が
き
れ
い
に
咲
い
て
見
ご

ろ
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
、
一
緒
に
活
動
し
て

み
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ｏ
ｉ
元
気
会
　
代
表
　
朝
倉
常
夫

蕁
46
―
８
５
３
５

問

18 2013年1月号　

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
１
月
号

平
成
25
年
１
月
10
日
発
行

発
行
　
南
房
総
市
　
〒
２
９
９
―
２
４
９
２

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集
　
情
報
推
進
課
　
蕁

０
４
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房総半島最南端「野島埼灯台」 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 
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http://civil.m
boso-etoko.jp/

問

南房総南房総ファミリアクリニック 南房総南房総ファミリアクリニック 南房総ファミリアクリニック 

詳細情報詳細情報はHPHPもしくはお電話電話にてお問い合わせください 詳細情報はHPもしくはお電話にてお問い合わせください 

南房総ファミリアクリニック 検索 
蕁 04700470－2020－61716171
南房総市本織南房総市本織4343－1
蕁 0470－20－6171
南房総市本織43－1

内　科（月～土曜日） AM 9：00～12：00 
PM 2：30～  6：00

AM 8：40～11：30 
 AM 9：00～12：00 
PM 1：00～  3：00

小児科・皮膚科 
  （火・水・金・土曜日） 
整形外科 （毎週木曜日） 

診療のご案内 


